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豊橋技術科学大学開学 30 周年記念事業趣意書

豊橋技術科学大学では、2006 年 10 月の開学 30 周年を記念し、

「確かな礎から未来へ」をテーマに、次の 10 年を視野に置いた新しい事

業を計画致しました。

豊橋技術科学大学は、技術を科学で裏づける学問である技術科学の研

究・教育を使命とし 1976 年に設立されました。科学技術創造立国日本に

あって、技術に強い関心を持ち、先端科学を身につけた学生を社会に送

り出すことは大きな社会的意義があります。本学は、設立以来、産業界、

高等専門学校、地域等との連携をとりつつ技術科学教育に力を入れて参

りました。これまでに送り出した 1 万人を超える卒業生は、産官学各界

の幅広い分野で活躍しております。

技術に関心を持った学生に先端科学を教育するため、本学は、約 8 割

の学生を高等専門学校（高専）から学部 3 年次に受け入れ、高専で培っ

た技術に関する強い興味の上に、高度な学問を教授し、修士までの学部・

大学院一貫教育により、現代の産業社会が必要とする高度技術者を養成

して参りました。このように、現実の技術に触れ、技術に関心を持った

学生に先端科学を教え、より高い技術に挑戦させる教育を本学は、「らせ

ん型教育」と呼んでおります。「らせん型教育」は、長い基礎教育を経て

工学を教える一般大学の「直線型教育」とは異なる本学の大きな特徴と

なっております。また、残りの 2 割の学生は学部 1 年次に受け入れます

が、早い時期に技術に触れさせ、高専からの編入学生と同様、技術に関

心を持たせ先端科学を学ばせる仕組みを用意しております。また、修士

を修了した後、さらに高度な研究を希望する学生は、博士後期課程に進

み、先端技術を研究し、学位を得て企業等に就職しております。

各界からのご理解とご支援を得て、開学後、30 年を経過いたしました

が、本学の教育と研究レベルは、国内および国際水準からみても非常に

高いところまで来ております。文部科学省は、2002 年より国際的に卓越

した大学院博士課程を持つ大学を支援し、研究教育の国際的拠点を作る

“21 世紀 COE プログラム”を開始しました。本学はこのプログラムに 2

件採択され、さらに 2007 年には世界のトップレベルの教育研究拠点とし



て、ポスト 21 世紀 COE プログラムである グローバルＣＯＥプログラ

ムに、「情報、電気、電子分野」において東海地区で唯一採択されました。

このことは、本学における教育研究レベルが極めて高いことを示してお

ります。また、教育に関する COE ともいえる文部科学省のプログラム、

GP（グッド・プラクティス）においても 2003 年度から 2006 年度にかけ

て３件が採択され、高度な実践的教育の実現に向けた取り組みが高く評

価されています。

2004 年の「国立大学法人」化を契機とし、本学は新たな展開を図って

おります。グローバル COE で代表される本学の教育研究力をより高めて

ゆくとともに、教育、研究に加え第 3 の柱として産官学連携・地域連携

に力を入れております。この一環として、未来ビークルリサーチセンタ

ー、地域協働まちづくりリサーチセン ター、インテリジェントセンシ

ングシステムリサーチセンター、先端農業・バイオリ サーチセンタ

ー、先端フォトニック情報メモリリサーチセンター、メディア科学リ

サーチセンターを新たに設置しました。これらのセンターを中心として、

大学内の異なる分野の研究者を組織化し、産官学連携・地域連携を強力

に進めております。

本学は、このたびの開学 30 周年を機会に、各界の期待に添うべく、新

たな事業を計画し、今後の発展に向けての礎を築きたく考える次第です。

事業の内容につきましては次頁の通りですが、その柱は、1）産官学連

携の推進に関する事業、2）地域連携の推進に関する事業 3）学生支援の

充実に関する事業、となっております。

本記念事業の趣旨および事業内容にご賛同いただき、ご支援いただき

ますようお願い申し上げる次第です。

2008 年 6 月

国立大学法人豊橋技術科学大学長 榊 佳之

豊橋技術科学大学同窓会長 今泉敏幸

豊橋技術科学大学開学 30 周年記念事業発起人一同



豊橋技術科学大学開学 30 周年記念事業の概要

1． 産官学連携の推進に関する事業

寄附講座/連携講座、連携研究室、連携研究による産官学連携事業の推進

豊橋技術科学大学産学連携推進本部の設置

東京オフィスおよび名古屋駅前連携拠点の設置

2． 地域連携の推進に関する事業

先端農業・バイオリサーチセンターの設置

寄附講座の設置

学外機関との共同研究室の設置

先端農業・バイオ研究プロジェクトの発足

農業後継者への先端農業・バイオ講座の開講

地域農業関連高校教員の研究プロジェクト参加への支援

地域文化の振興に資する事業

地域の社会人に対する教育・研修事業

3． 学生支援の充実に関する事業

学生交流会館の設置

照明灯などスポーツ施設の設置

大学院生海外実務訓練への支援

博士課程学生への支援

学生宿舎の整備

4． 30 年史の編集と発行

5． 30 周年記念式典、記念講演会、顕彰等の実施

6． その他

以上

開学 30 周年記念事業に関するお問い合わせ先
〒441 – 8580

愛知県豊橋市天伯町雲雀ヶ丘１–１

国立大学法人豊橋技術科学大学

開学 30 周年記念事業推進室（学長オフィス）

電話 0532 – 44 – 6539

Fax  0532 – 44 – 6509

E-mail アドレス tut30th@office.tut.ac.jp

ホームページ http://www.tut.ac.jp－確かな礎から未来へ－


